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ます[6]。相手の身体に触れることで、無意識のうちに身体的反応が
共鳴し、相手とのつながりや親密さが深まると考えられます。

では、相手が無意識のうちに示す身体的反応に関する情報（以
下、身体性情報）を直接触れる形で受け取れるとしたら、相手との
つながりや親密さは変わるのでしょうか。私たちの研究所が開発
した、心臓の鼓動に触れる感覚を再現する装置[7] を用いて実験
を行いました。この装置は、録音した心音を振動スピーカー内蔵の

「心臓ボックス」で再生する仕組みです。参加者を2つのグループ
に分け、一方はオンライン環境で初対面の相手の映像を見なが
ら、心臓ボックスを両手で包み、相手の心音の振動を体験しまし
た。もう一方は映像を見るだけでした。その結果、心音の振動を体
験した参加者の方が、相手との心理的距離をより近く感じやすい
ことが明らかになりました[8]。

家族の遠隔コミュニケーションへの応用
身体性情報を直接触れられる振動として伝送することが親密感

の向上に寄与しうる上記の実験結果を踏まえ、私たちは岩手医科大
学と共同で、この心音の振動を再現・伝送する技術を、離れた家族の
遠隔コミュニケーション支援に応用する取り組みを開始しました。

早産や低出生体重などを理由に、赤ちゃんが新生児集中治療室
（Neonatal Intensive Care Unit; NICU）に入院すると、親子の
触れ合いが不足しがちになり、親のメンタルヘルスや愛着形成に
影響が生じることがあると報告されています [9]。NICUでは、親
が赤ちゃんに直接触れあうケアを積極的に設け、入院中から親子
関係の構築を支援しています。しかし、新型コロナウイルスなどの
ハイリスクな新興感染症への対策や、家族の時間的制約や地理的
条件などのために面会機会が制限されてしまうことがあります。

そこで私たちは、赤ちゃんの身体性情報を遠隔の家族に伝送する
「身体性オンライン面会システム」を考案しました。家族は胸に抱え
たデバイスを通じて、保育器の中の赤ちゃんの心拍に同期した心
音の振動を映像と同時に体験し、家族の声はマイクを通じて保育
器のスピーカーから赤ちゃんに届けられます[10]（図1, 2）。実際
に家族に体験してもらったところ、「抱っこしている感覚が、視覚・
触覚双方で感じられた」「心拍を感じて、抱いているような感覚に
なり、寂しさが軽減する」など声が寄せられ、離れていても赤ちゃん
を抱いているような気持ちになれる可能性が示されました。

まとめ
私たちの研究を通して、身体性情報のやりとりが共感や絆の形成

に大きな役割を果たすことが明らかになってきました。この身体性情
報を遠方に届ける技術が共感や絆を深め、ウェルビーイングの促進
に役立てるよう、今後さらなる研究を進めていきます。
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人と人との共感や絆は、私たちがいきいきとした良好な状態、
つまりウェルビーイングを維持するうえでとても大切です。では、
共感や絆はどのようにして生まれるのでしょうか。また、共感や絆
を感じ、深めることを支援するためには、どのような情報を伝え合
うことが大切なのでしょうか。本講演では、共感や絆の形成にお
ける身体の役割に注目し、共感が生じるメカニズムを調べた研究
をご紹介します。加えて、離れて過ごす家族の絆を促進するため
に、遠隔コミュニケーションにおいて、身体を介した相互作用を
応用する試みについてもご紹介します。

情動の社会的影響
共感には、相手の気持ちを理解する「認知的共感」と、相手と同

じ気持ちを感じる「情動的共感」の２種類があります。特に、情動
的共感は、相手の表情やしぐさを見たときに、無意識のうちに生
じます。例えば、誰かの笑顔を見ると、それに合わせて自分も口角
が上がったり[1]、誰かが痛みを感じている様子を見ると、自分が
痛みを感じたときと同じような脳の活動が起こったりする[2]こ
とが分かっています。これらの知見は、表情や、痛そうな様子の写
真や映像を見せ、そのときの観察者の反応を測定する研究により
明らかにされたものです。

さらに、実際の生活では、共感は一方的に生じるものではなく、
お互いに影響を与え合うものだと考えられます。他者とのインタ

ラクションにおいて、情動はどのように相互に影響し合うので
しょうか。ある研究では、友人と一緒に冷水に手を入れると、一人
のときよりも痛みを強く感じることが報告されています[3]。友人
がそばにいるだけで痛みを感じるのでしょうか。それとも、友人の
痛みに伴う情動の強さに影響を受けて、自分の情動も変化するの
でしょうか。私たちの研究では、痛みの増幅がどのような仕組み
で起こるのかを調べました。2人の参加者に同時に軽い痛み刺激
を与え、痛みに伴う情動反応（自律神経反応）を測る実験を行い
ました。その際、一方の条件では相互に様子が見え、もう一方の
条件ではパーティションで相手の様子が見えないように設定しま
した。その結果、お互いの様子が見える条件では、相手の情動反
応が自分より強いと自分の情動反応も強まるが、弱い場合は影響
を受けないことがわかりました。相手の様子が見えない条件では
こうした影響は見られませんでした[4]。つまり、他者と共に痛み
を経験すると、情動の相互作用を経て、無意識のうちに痛みが増
幅されると考えられます。このように、人は情動を経験する際にお
互いの情動に影響を受けることが分かっています。

身体性情報の伝送による親密感の変化
このような情動の相互作用は、親しい相手との間で特に起こりや

すく[3]、相手との絆やつながりの強さを反映するものであると考え
られています[5]。また、触れ合うことでより強まることも知られてい

身体に根ざした共感の科学から、つながる家族のウェルビーイングへ
～身体を介した共感メカニズムの解明および身体性情報伝送技術を活用した離れた家族のつながり支援～
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図１：身体性オンライン面会システムの構成
遠隔にいる家族は胸に抱えたデバイスを通じて、赤ちゃ
んの心拍に同期した心音の振動を映像と同時に体験し
ます。家族の声はマイクを通じて保育器のスピーカー
から赤ちゃんに届けられます。 図 2：心音の振動を伝えるモニタつきデバイス
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